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あけましておめでとうござ

います。

昨年はコロナ禍に追い廻さ

れた一年でした。すべてのこ

とを自粛の要請にこたえて、

十分な活動ができない状況下

でありましたが、最高裁への

要請を二度行い、平和で平穏な生活を希求した

原告の皆様のメッセージ葉書を最高裁へ届ける

ことができました。しかし、米軍機の騒音は一

向に減らず、基地機能の強化とともに増加の一

途をたどっています。

ある新聞によると基地内ではコロナウィルス

の感染者が増えつつあるようで、近隣住民は大

変な心配事だと思います。

さて、我々の裁判も回を重ねるごとに少しず

つですが理解されるようになってきていると感

じます。今回の裁判でも、前回の裁判よりは賠

償金が３３％ほど増額されましたし、防音工事

に対する減額幅は室数にかかわらず一律１０％

を維持しました。 また、具体的なものにはな

りませんでしたが、オスプレイや低周波被害、

将来請求などの問題にも気配りされたことはあ

る程度の成果としてみることができます。

裁判に訴えたり直接行政に抗議するなど、間

断なく行動することで基地の傲慢なやり方の抑

止力になっていることは確かですが、ただ回を

重ねればよいことではなく、我々原告の訴えを

どう表現するかが鍵となります。法律上の手続

きや表現の仕方は弁護団の英知をお借りする必

要がありますが、我々のやるべきことは被害を

リアルに表現することのほか、数の力を出すこ

とも考えなければなりません。多くの人が不快

な思いをしていることを知っていただくことも

重要なことなのです。

暮れの１２月９日、最高裁の判断が下されま

した。長年、大勢が訴え続けてきたことを無視

した冷酷な「棄却」という二文字でした。我が

国の最高の裁判官が四人も揃ってこの基地の状

況を読めなかったことは大きな問題！というよ

りは怒りを感じます。このまま引き下がるわけ

にはいきません。さらに多くの仲間を集めさら

に強力な訴えを続けるよう皆様方のご協力をお

願いして、年初めの挨拶とします。

原告団団長 中 島 利 美

横田基地にオスプレイは

いらない東京大集会＝福

生市多摩川中央公園にて
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昨年は、横田基地の軍用機

の４～９月の離着陸回数が半

年間としては初めて８０００

回を超え、２０００年度以降

で最多になったという報道が

ありました。オスプレイがま

き散らす騒音は尋常ではなく、夜間無灯火訓練

や低空飛行訓練を頻繁に行うなど、周辺住民の

命と生活が脅かされています。にもかかわらず、

自公政権は日米同盟の一体化や軍拡を推し進め、

最高裁は、１２月９日、住民の願いを退ける不

当決定をしました。

基地周辺の住民が安心・安全に暮らせる「静

かな空」を取り戻すためには、弁護団と訴訟団

が団結し、声を上げ続けることが大切です。今

年は、抜本的な被害の救済を実現するための新

たなたたかいをともにスタートさせる年にしま

しょう。

弁護団事務局長 弁護士 山口 真美

原告団の皆様が、横田基

地の米軍機の騒音被害を根

絶し、平和で平穏で安全安

心な生活環境を取り戻そう

と奮闘されていることに、

心から敬意と感謝を申し上

げます。

最高裁判所は、昨年１２月９日付で、私達の

上告を棄却すると共に、上告を受理しないとの

決定を下しました。

２０１９年６月の控訴審判決は、Ｗ７５以上

の地域に住む原告に対しては、米軍の騒音被害

は受忍限度を超え違法であると認定し、過去約

９年間の賠償請求約９億４０００万円（遅延損

害金を含めて）を認めましたが、国に対する米

軍及び自衛隊機の飛行差止請求は、米軍に対す

る規制権限が無いとして飛行差止請求を棄却し、

自衛隊機の差止請求は民事訴訟では出来ないと

却下し、将来の賠償請求に対しては、将来の飛

行状況が確定していないとして請求を却下しま

した。またＷ７０地域の原告の賠償も認めませ

んでした。

そのため、飛行差止請求を棄却した部分及び

将来の賠償請求を却下した部分について最高裁

判所に上告及び上告受理申立を行っていました

が、今回の決定で、飛行差止請求の棄却及び将

来の賠償請求の却下が確定したものであります。

最高裁判所は、横田基地に関する私たちの訴

訟に対し、平成５年、平成１９年、今回と３回

の判決を出していますが、いずれも同じ判決で

す。

最高裁判所は、横田基地だけでなく、厚木基

地、嘉手納基地、普天間基地等米軍機の基地に

関しても同じ内容の判決を続けています。

米軍機であっても、日本の法律を守る義務が

あり、日本政府は米軍に対し、国民の人権及び

国内法規を守らせる権利と義務があります。

横田基地は、ＣＶ２２オスプレイの駐留によ

り騒音被害が増大し、パラシュート訓練等空輸

中継中心の基地から戦闘訓練基地へと変貌して

います。

私たちは、横田基地の違法な騒音や危険な飛

行が続く限り闘いを継続しなければなりません。

今回の最高裁判所の決定を受けて、原告団とし

ては一旦解散しますが、将来の第３次訴訟提起

に向けて団結し、更に大きな原告団を結成でき

るように協力をお願いしたいと思います。

弁護団団長 弁護士 関島 保雄
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新年明けましておめでとうございます。

騒音被害のない静かで安全な生活環境の実現を目

指し、日夜御活躍され、また、長年にわたる公害訴

訟にご尽力されたことに対しまして、深く敬意を表

します。

昭島市といたしましても、引き続き市民の皆様の

安全と生活環境を守る立場から、東京都や周辺市町

とも連携を密にして、騒音被害の解消に向け関係機

関に要請を行うなど、鋭意努力をしてまいる所存で

あります。

年頭にあたり、貴団の所期の目的達成と団員の皆

様の御健勝を御祈念申し上げ、新年の挨拶とさせて

いただきます。

令和３年１月

昭島市長 臼 井 伸 介

昭 島 市

日 野 市福 生 市

新春のお慶びを申し上げます。

先日、第２次新横田基地公害訴訟において、貴

団は最高裁判所から上告を棄却する決定を受けた

と伺いました。しかし、静かな空をもとめて、今

後も全力を挙げて活動を継続される旨の声明を拝

見し、貴団のこれまでのご活躍とその熱意に深く

敬意を表します。

昨年、瑞穂町は町制施行８０周年を迎えました

が、その歩みは旧陸軍多摩飛行場の設置に始まる

横田基地と共にありました。基地北端部に位置す

る当町としましても、航空機騒音等、基地に起因

する問題の解消は切なる願いです。

これまで議会や基地周辺５市等とも連携し、市

街地上空での航空機の低空旋回飛行、早朝及び深

夜の飛行訓練の中止をはじめ、昨年については新

型コロナウイルスの感染拡大防止などについて、

米軍や防衛省などへ求めてまいりました。本年も

引き続き横田基地の動静を注視した上で、住民の

生活環境と安全のため、関係機関へ粘り強く申し

入れをしていく所存です。

皆様のご健勝とご活躍をご祈念申し上げ、新年

の挨拶とさせていただきます。

令和３年１月

瑞穂町長 杉 浦 裕 之

新年あけましておめでとうございます。

第２次新横田基地公害訴訟原告団の皆様方にお

かれましては、横田基地の航空機による騒音被害

を軽減し、静かな生活環境の実現に向けて活動さ

れておられること、そして、今般、最高裁判所へ

の上告は棄却されたとのことでございますが、

１，０００人を超える原告の皆様方の平成２５年

３月からの７年以上の長きにわたる御労苦に対し、

心より敬意を表します。

福生市では、市民の生活環境の向上と安全安心

を守るため、国や米軍に対して、正月三が日や受

験シーズンの飛行停止、市内上空での低空飛行や

夜間・早朝の飛行自粛などの要請を行っておりま

す。

今後も航空機騒音をはじめ、横田基地に起因す

る諸問題の解決に向けて、東京都や横田基地周辺

市町とも連携しながら、国や米軍に対し、粘り強

く要請を行ってまいる所存でございます。

結びに、皆様の御健勝と御多幸を祈念申し上げ、

新年の挨拶とさせていただきます。

令和３年１月

福生市長 加 藤 育 男

瑞 穂 町

新年あけましておめでとうございます。

日野市は、平和が市民生活の基本であるとの理念

のもとに、「核兵器廃絶・平和都市宣言」をしてお

り、私自身も平和首長会議に参加しながら、自治体

が果たすべき平和への役割を考え行動しております。

横田基地に飛来する航空機の飛行路直下の自治体と

しては、市民の安全安心と、静かな生活環境が実現

されることを強く望んでおります。

年頭にあたり、皆さま方のご健勝を祈念し、新年

の挨拶とさせていただきます。

令和３年１月

日野市長 大 坪 冬 彦
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宜野湾はその昔「じのーん」と呼ばれ、豊か

な湧き水は西海岸へ広がる田畑を潤し、普天間

の辺りは緑豊かな琉球松の並木道が続く本島中

部の中心地でした。

沖縄のどこにでもあるような集落でしたが、

１９４５年の沖縄戦では海岸に近いことから米

軍上陸地となり、多くの住民が犠牲になりまし

た。普天間米軍基地の滑走路は、住民の意思な

どに関係なく土地を強制的に接収した米軍によっ

て建設されました。

それから、現在に至るまで宜野湾市民は普天

間米軍基地の被害を受け続けているのです。

２００４年の沖縄国際大学ヘリ墜落で市民を

不安のどん底へ陥れ、基地軽減を謳いながら

２０１２年にはオスプレイの強行配備。

２０１７年には保育園への落下物事故、同年普

天間第二小学校へはヘリの窓枠が授業中の子ど

もたちの下へ降ってくるという事件が相次ぎ、

県民が地獄のような思いをしているのに平気で

いる日米政府。２０２０年に至っては、青空の

下、PFOSの泡が住宅地をはじめ市民公園や保育

園のすぐそばに降りそそいだのです。それは目

に見えている一部で、実はどれだけのことが基

地内で起きているかはわからない状況とも言え

ます。

そのような中で普天間基地爆音訴訟団は、第

３次提訴に向け４月から動き出しました。「静

かな日々を返せ！」をスローガンに前回

３４１７名を超える５０００名の原告と意気込

んだのですが、コロナ禍へ突入、世界的規模で

感染者数の増大。沖縄県は感染者数も高く先が

見えない状況でした。ここで止めるのは簡単で

すが、どんな状況でも「普天間基地爆音訴訟団

は継続していくチカラ」があると信じ、草の根

運動を知ってもらうチャンスに変えようとスタッ

フと共に気持ちを切り替え、そこからは、「参

加者の安全を第一」に説明会・書類受付を丁寧

に開催していきました。

結果、予定通り原告４１８２名で１２月

２５日クリスマスの日に第１回提訴を行いまし

た。引き続き、年明けからは第２回提訴のため

ファイトです。

普天間米軍基地から爆音をなくす訴訟団

事務局長 玉 元 一 恵

PFOSの泡がこんな風に普通の空を漂い、宜野湾市花

木のサンダンカにふりそそぎました。

更には保育園の子どもたちが遊ぶ遊具にまで。

沖縄では湧き水のことを

カーといいます。沖縄の

全ての水が枯れても大山

のカーは枯れないといわ

れたようです。

常に22℃くらいを保ち、

田芋を作るには最適とい

われ、大山の田んぼには

多くの種類の水草も生え

ており、とても怖いので

すが、ハブも生息してい

るようです。（玉元一恵）

宜野湾市大山のカー

地上に落ちた泡 PFOS
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あたりまえの社会めざして

あたり前のことがあたり前でない、それが今

の社会です。そのため私たちは声を上げ、汗を

かき動き回ります。それが無くなると、余計に

無垢な民が苦しめられる不条理な社会が横行し

ます。静かな環境で読書・音楽・映画・演劇な

どの文化を享受する生活があたり前の社会と言

えます。それが思うように出来ない何かの力が

この社会を支配・抑圧していると思います。そ

の不条理な力に対し私達全国の爆音訴訟原告団

は立ち上がりました。横田で沖縄・厚木・小松・

岩国・普天間・新田原で４万人近くが決起しま

した。この炎をさらに各地で爆音・基地被害に

呻吟する民衆と共に共有する事を願います。

１２月９日第２次横田訴訟の最高裁判決が出

ました。幾度となく爆音は違法判決と出しなが

ら、飛行差し止めは見逃されてきました。民の

苦しみを見捨て加害行為を野放しにする司法も

不条理の極みです。残念ながらこの不条理を多

くの国民が気に留めない深刻さが蔓延していま

す。私たちはそれを横目に見ながらも、そのた

びに決起し前進して行きましょう。不条理を指

弾して行くことが自らの責任を全うする事にな

ると思います。

第三次嘉手納爆音訴訟原告団では、まだ最高

裁判決は出ていませんが、この１０年間の闘い

のまとめと次の第４次訴訟の準備を開始してい

ます。損害賠償につきましては、２０１９年９

月１１日の高裁判決で確定しました。その中で

防音工事削減率については極めて残念な結果と

なりました。貴原告団・弁護団がかつて削減率

５０％から１０％に圧縮させた画期的闘いに対

し、私ども嘉手納爆音原告団・弁護団は削減率

３０％の圧縮が出来ませんでした。その結果賠

償金から大きく削減される残念な結果になりま

した。防音工事は効果がない、と新横田弁護団

のご奮闘で１室につき１０％（５室の場合は５

０％減額）から、室数にかかわりなく一律１０

％に圧縮し、それを今回も維持したことは大変

な成果です。嘉手納原告団の次での大きな課題

として、大いに参考にさせて頂きます。 貴原

告団も次回訴訟に向け準備が始まると思います。

これからも共に手を取り合いあたり前の社会め

ざし頑張りましょう。

毎月第３金曜日嘉手納基

地抗議行動

毎回８０～１００人の参

加者が集まる

（左側が嘉手納基地）

第三次嘉手納爆音訴訟原告団

事務局長 平 良 眞 知
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２０２０年１０月２９日、第二東京弁護士会

が主催の司法修習生向けの研修で、横田基地騒

音公害訴訟について講義をしてきました（司法

試験に合格して、すぐに裁判官や検察官、弁護

士になることができるわけではなく、１年間の

実務研修を受けるのですが、その研修を受けて

いる立場の人を司法修習生と言います）。

当初の予定では、横田基地に実際に来てもら

い、軍用機が市街地を飛ぶ様子や基地の危険な

状況などを見てもらう予定だったのですが、コ

ロナウイルスの感染拡大を受け、講義で被害の

実態を説明することに変更となりました。

原告団からは中島団長と奥村事務局長が、弁

護団からは加納弁護士、佐藤が参加しました。

原告団のお二方は、オスプレイやＣ－１３０

が飛行する危険な実態を、飛行映像と共に、リ

アルにお話されました。

加納弁護士からは、旧訴訟から第１次新訴訟

を経て、この第２次新訴訟が提訴されるまでの

歴史や、勝ち取った成果のお話がなされました。

私からはそれを受けて、第２次新訴訟の裁判

の特徴（団らん時間帯の飛行差し止めやオスプ

レイ正式配備の問題等）と、裁判上どのように

被害や危険性を立証するかなどを少し踏み込ん

で講義しました。

この講義を通じて、軍用機が市街地上空を飛

行する危険性、異常性、そして、差し止め請求

も将来請求も認められない不当さを司法修習生

の皆さんにわかってもらえたのではないかと思

います。 【弁護士 佐藤 宙 】

今回参加した「現場から見る法曹の使命―人

権擁護活動の実務」のプログラムに込められた

のは、経済至上主義がはびこる中で、弁護士に

は社会の様々なひずみの犠牲になった人を救う

役割があると、しっかり教え伝える企画だと思

いました。

始めるにあたり、これから法曹として生きる

人に、私たちの米軍基地による騒音公害の歴史

とたたかいが、パワーポイントによる20分の話

で理解できるだろうか不安でした。

今回、コロナ禍で横田基地周辺でのプログラ

ムは中止となりました。しかし、動画による映

像と音による再現や、画像など視覚による説明

など、机上での話も意義あると思いました。

「初めて聴くオスプレイの騒音に驚いた」と感

想が寄せられ工夫のしがいがありました。

【奥村 博】

パワーポイントで
騒音被害実態を紹介

全２７枚のパワーポイントを用いて、「横田基地で
何がおこなわれているのか」を紹介した。
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横田周辺の汚染、ここまで明らかに

横田基地は消火訓練場で泡消火剤を使った訓

練を実施しているが、ジョン・ミッチェルの米

軍文書をもとにした報道で、２０１２～１７年

に有機フッ素化合物PFOSを含む泡消火剤が

計３１６１リットル漏出し、１６年の基地内

１１の飲料水に使用している井戸の調査で、井

戸水が汚染されている事実が明らかにされた。

京都大学の小泉昭夫教授らは、多摩川での

２００２、０３年の調査で基地周辺の河川水が

高濃度に汚染されていると発表した。

朝日新聞は、２０２０年１月、東京都の情報

開示資料から１９年１月の都の調査で立川市、

武蔵村山市の井戸がきわめて高い濃度で汚染さ

れていること、さらに府中、国分寺、国立３市

の浄水所で汲み上げ井戸の高濃度汚染により、

汲み上げを中止したと報じた。都は２０１１年

以来、各浄水所でのPFOS調査を実施し、長く高

濃度に汚染されてきた事実も明らかに。

２０２０年８月、ダイオキシン・環境ホルモ

ン対策国民会議は、国分寺・府中市の浄水所の

水を飲んできた住民22名に対し血液検査を行い、

全国平均の１・５倍、２倍になっている事実を

明らかにした。

普天間・嘉手納基地の汚染から横田でも

２０２０年４月の沖縄・普天間基地の格納庫

の泡消火剤の流出事故から、横田基地の格納庫

に保有された泡消火剤もPFOSを含むことが明ら

かになった。また、嘉手納基地では１９８０年

代以来、消火器訓練により地下土壌を汚染し、

それが近隣の井戸群を高濃度に汚染しているこ

とが明らかにされた。

根木山幸夫

（横田基地周辺の水汚染を知る学習会実行委員会事務局長）

横田基地で泡消火剤を使った消火訓練

2020/10/27

集会に参加する方々へオスプレイ横田配備反対署

名の呼びかけを行いました。 横田基地の訓練激化のポスターも
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【左】原告団総会 2020/2/1 このあと4月7日

に新型コロナ対策として7都道府県に緊急事態

宣言が発出され、賠償金の送金作業はコロナ禍

の真っ只中で行われた。

【上】総会会場に展示されたコンター図・資料

など（製作者は中島団長）

【上・右上】全国基地爆音訴

訟原告団連絡会議の首都圏団

体（厚木爆音訴訟、厚木爆同、

第９次横田、第２次新横田）

最高裁前でのスタンディング

アピール行動。この日は記録

的な猛暑日と報じられた。

2020/8/11

６月１６日、ＣＶ２２オスプ

レイの部品遺失事故。

７月２日、立川市西砂町での

パラシュート落下事故。

７月７日、福生市牛浜にパラ

シュート兵のフィン（足ひれ）

落下事故。

【左】事故多発に横田防衛事

務所に抗議と要請に。

2020/7/16

第４５回全国公害被害者総行動・環境大臣交渉はリモートと

リアル会議を併用して開催。国民署名２１，１７２筆を提出

し、環境省第一会議室・東京・福島・富山・大阪・倉敷・有

明・熊本の団体をリモートでつなぎ実施された。2020/8/27

【上】小泉環境大臣とリモートでお話をする大阪・西淀川の

森脇君雄さん

弁護団会議もリモートで。上段左から順に、小口弁護

士/奥村原告団事務局長/中杉弁護士/杉野弁護士/山口

弁護士/佐藤弁護士/村頭弁護士/森田弁護士/仲村渠弁

護士/吉田榮士弁護士/関島弁護士/山本哲子弁護士/加

納弁護士/土橋弁護士/與那嶺弁護士


